                SURGICAL REPORT

Patient's name:







Diagnosis for surgery : 右母指MP関節尺側側副靭帯損傷(Stener’s lesion)

Surgical procedure : 靭帯縫合術

Date: 

Surgeon:

Supervisor:

Assistants: 

Anesthesiologist: 



Method of anesthesia: 局所静脈内麻酔（2%キシロカイン5ml+N/S 15ml）
Duration of surgery: 

Blood loss:


Blood transfusion:


Fluid transfusion: ml

Amount of urination:


Surgical finding and process:

患者を仰臥位として右上肢をイソジンで消毒した。エアーターニケットの圧を150mmHgに維持して静脈路を確保した。一旦駆血を解除した後、エスマルヒで再度駆血してエアーターニケットの圧を250mmHgに維持した。2%静注用キシロカイン5mlを生食で20mlに希釈し、これを静脈内投与した。疼痛が消失したことを確認して手術を開始した。右母指尺側にMP関節を中心として緩やかな掌側凸の皮切を加えた。皮下を鈍的に剥離すると内転筋腱膜上に断裂した尺側側副靭帯の末梢端が反転していることを確認した。内転筋腱膜下にエレバトリウムを挿入して尖刃で切離した。MP関節の母指基節骨基部の尺側側副靭帯停止部から裂離していることを確認した。母指基節骨の裂離部を新鮮化し、0.9mm C-wireで2箇所ドリリングして対側皮質骨を貫いた。Pull-out wireを尺側側副靭帯の末梢端に通し、これを母指基節骨の尺側側副靭帯の停止部に逢着した。対側の皮膚上でネラトンカテーテルを枕にしてwireをボタンに通し、靭帯に適度な緊張を掛けながら締結した。更に靭帯末梢端に5-0 ナイロンでアクセサリー縫合を追加した。切離した内転筋腱膜を5-0 ナイロンで修復した。術野を生食1000mlで洗浄した。皮膚を3-0 ナイロンで縫合して手術を終了した。術後は前腕から母指までのシーネ固定とした。
